


















ある｡ 金属の腐食は材料 とその環境間の相互作用によって生 じる現象であり､身近な問題










(7-3黄銅)､アル ミニウムの 5種類の鏡面仕上げされた普通材料を使用 した｡市販の金
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属板の寸法はそれぞれ40×60cm2､厚さ0.3mmであり､各板材から5.0×5.Ocrfの寸法で切り
出 したものを試料とした｡各試料は超音波洗浄器を使って洗浄 し乾燥後､それぞれの質量
を精密天秤 (実感量 1×10~3g)で秤量 した｡
実験は1999年10月から12月に浦上川流域又は本学実験室において実施 した｡浦上川河口か
ら川沿いに 1km間隔で 1-8地点 (9ポイント)を設定 し､試料設置場所または河川水と































地番 町 名 水温(℃) 流速(m/S) pH 塩分濃度(%)
1 旭町2番地 16.3 0.03_ 8.0 2.3
2 稲佐町1番地 ■16.5 0.04 7.9 ･1.7
3 宝栄町1番地 16.3 0.07 7.7 -1.4
4 城栄町2番地(4-1堰下) 15.8 0.∴og p7.6 1.4
〟 ′ (4-2堰上) 16.1 0.ll 7.7 0.2
5 大橋町25番地 9.9 0.06 8.0 0.0
6 大手1丁目 9.1 0.35 8.1 0.0
7 川平町(西口) 10.5 0.25 8.2 0.0
8 川平町(東口) 8.1 0.25 8.1 ･0.0
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pHは､HANNA製ATCpH Meter,PICCOLOを用い､塩分濃度は積水化学工業製デ
ジタル塩分計 SS-31Aを用いて測定 した｡実験期間中の気象要素を観測 した｡快晴日数は




















各地点の河底土壌 (以下 ｢土壌｣と略称する)を採取 した｡地番 2-4-1の土壌は､濃
灰色の沈泥及び粘土質であり､地番 4-2では泥の中に細砂が多 く含まれていた｡地番 5､
6ではは粗砂から成 り､地番 7､ 8では砂裸から成る等の特徴がある｡ 地番 1では､水深
が深いために土壌は採取 していない｡実験室において､各地点毎に用意 したポリ容器に採
取 した土壌 (約500cm3) と同地点の河川水を補充 し試料を埋設 した｡この後､容器はラップ
フィルムで覆 った｡質量測定時には､試料面に付着 した汚れや腐食生成物をブラシで落と
した後､超音波洗浄 した｡
2.1.-2.4.の各環境中で試料を設置 したときの様子の一例をそれぞれ図 2 (a)､(b)､(C)､
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R- m/ (axE) (2)
ここで､mは質量変化値 [g]､aはみかけの表面積 [rf]､ tは経過時間 [S]である. 経





















番 1か ら4では､時間経過 とともに腐食が進行 し､試料設置後 28日目で試料面が黒ずん
だ腐食生成物に覆われた｡上流域の地番 5-8地点では､前述の試料に比べて腐食は進ま










沢が失われ始め黄ばみ又は赤茶けた色を呈 した｡地番 1及び4-1､ 5で7日目に､ 6で14
日目に緑青が生 じた｡図5(a)は質量変化が0.4%以下を示す｡図5(b)に示すように､
銅の腐食度は0.20g/rf･day以下である｡下流域の地点では42日目に腐食度のピークがあ
る｡ このピークを過ぎる頃か ら試料面は急に光沢を失い くすんだ赤茶色を呈 した｡
(4)上流域の地点では､真鎗片の光沢は比較的長 く保持されるが､下流域では14日から光
沢が消失 しくすんだ色を呈 した｡図 6 (a)は質量変化が0.4%以下を示す｡図 6(b)に示
すように､腐食度は0.25g/ITP･day以下である.
(5) 上流域の地点では､アル ミニウム片の光沢は消失 していないが､下流域では､21日目
か ら光沢が薄れ始め白味かかった色を呈 した｡ 図 7 (a)は質量変化が1.3%に達するもの
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が最大であり略比例 して増加 し約 8%に達 している｡ 次いで地番2､4-1がそれぞれ約 3%､
約 1%である｡ 図10(b)に示すように､地番 1の腐食度は初期段階から最大値約 5g/nf･
dayを維持 している｡ 次いで地番2､3､4-1の順である｡
(4) 上流域の地点では､ 7日目に真鏡片の光沢が失われ青紫色を呈 し､最後には黒い色
を呈 した｡ 下流域では､ 7日目か ら光沢が失われ白みを帯びた色を呈 した｡その後地番4
では白い色が残るが､地番1､2､3では黄ばんだ色を呈 した｡図11(a)に示すように､質量
変化は地番 1で最大であり約 8%に達する｡次いで4-1､2が約 3%である｡図11(b)に示
すように､腐食度は地番 1で最大値約4.5g/nf･dayである｡ 次いで地番4-1､2の順である.
前項(3)と同様に下流域での試料の腐食が促進されている｡
(5) 上流域の地点では､アル ミニウム片の光沢の変化は生 じなかった｡ 下流域では7日
目に光沢が消失 し､その後白い斑点が生 じた｡図12(a)に示すように､質量変化は1.8%
以下である｡図12(b)に示すように､地番 1では腐食度が最大値0.8g/nf･dayである｡
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く動植物の生息状況が良 くないこと､及び悪臭 もかなり発生 していることを確認 した｡前
出の測定資料3)によれば､塩素イオンは下流の汽水域の地点ほど大きい数値を示 している｡






(1) 水溶液を渡過後渡紙上に観察 された鉄片の腐食生成物の色は､下流域の地番 1､2等
で採取 した水中で生 じたものに比べて､上流域の地番5､6で採取 した水中で生 じたものは
赤みが強い色を呈 した｡時間経過につれて全地点で鉄片の光沢は消失 し､黒い腐食生成物
で覆われた｡所謂､鉄の赤錆或いは浮き錆 となって析出するという状態が繰 り返 し観察 さ
れた｡図13(a)に示すように､質量変化はどの地点の水に対 しても増加 した｡質量増加は
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4-2､ 7､ 8､ 6､蒸留水 中である｡図13
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蒸留水中での鉄片の腐食度は全期間にわたり最小値を示 している｡ 前項 3･2･の流水中の
腐食に比べて､静水中におけるそれぞれの腐食度は鉄片及びステ ンレス鋼片では1/2以下､
鋼片及び真鎗片では 1/10以下､アル ミニウム片では1/5以下である｡流水中における流速の
上昇に伴 う腐食の加速現象が腐食度を大 きくしたものと考え られる｡
3.4.土壌腐食
(1) 上流域で採取 した土壌中では､鉄片の光沢は最後まで残 るが斑点状の腐食生成物の
色は時間経過につれて黄土色か ら次第に黒ずんだ色又はどリジアン色を呈 した｡上流域の
土壌では､試料は直 ぐに光沢を失い､黄色 またはオ レンジ色の腐食生成物が生 じた｡ 図18
(a)に示すように､地番 8及び4-2では質量減少はそれぞれ 8%､10%に達する｡ 図18(b)
に示すように､腐食度は地番4-2を除いて7日目にピークがある｡地番 3において最大値5･3g
/rf･dayである｡その後､腐食度は減少を続け28日日頃か ら地点毎に安定 した数値を示 し
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は黒ずんだ色を呈 した｡下流域のものでは､ くすんだ薄い黄色を呈 し､中でも地番4-1では
黒ずんだ色を呈 した｡図21(a) に示すように､全地点で質量は減少する｡質量減少が大き
い順に地番 2､3､4-1である｡それ以外の地点については0.5%以下である｡図21(b)に
示すように､腐食度が大きい順に地番 2､ 3､4-1であるが 7日目以降は安定 した数値を示
す｡
(5) 上流域のものでは､アル ミニウム片の光沢の変化は生 じなかった｡下流域のもので
は白味を呈 した｡図22(a)に示すように､質量変化は3%以下である｡図22(b)に示す











真録､アル ミニウムに比べて最 も大 きいといえる｡腐食度の順位は鉄､銅､真続､アル ミ
ニウム､ステンレス鋼である｡ 銅 と真続が略同程度､次いでアル ミニウムとステンレス鋼
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が略同程度である｡腐食は金属が陽イオンとして溶液中に溶出する現象である｡ 一般に電
気化学列で貴な電位をもつ金属は耐食性が良好な場合が多いことが知 られている｡ アル ミ
ニウムは電位からみれば耐食性が悪いように思われるが､河川環境中で良好な耐食性を示
している｡ その理由は､ステンレス鋼 と同 じく表面が極薄の酸化膜で覆われ不働態化 した
ことによる｡ 様々な環境因子がある中で金属腐食の原因を特定することは難 しいが､主と
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